
脳と認知機能の障害

犬の認知機能障害症候群

犬の認知機能障害症候群は、人間のアルツハイマー病に
似た加齢に伴う変性代謝性脳疾患です。

キーメッセージ

  �加齢に伴い、脳には代謝的、機能的、構造的な変化が起こり、認知機能障害症候群を引き起こす場合があります。

  �健康な脳はブドウ糖を主なエネルギー源としていますが、老犬の脳はブドウ糖の代謝効率が低下し、脳のエネルギ
ー枯渇を招きます。認知機能に重要な脳の領域で、ブドウ糖代謝が最も低下します。

  �加齢に伴いフリーラジカルの産生が増加し、内因性抗酸化物質のレベルが低下することで、酸化ストレスが生じ、
細胞が傷つけられます。

  �炎症誘発性化合物のレベルが上がると、慢性的な低レベルの炎症状態になります。

  �脳の血管は、加齢により傷つき、血管壁が厚くなることがあります。そのため、脳血流が減少し、脳細胞へのエネル
ギーと酸素の供給が減少します。

  �ビタミン�B�群は、ブドウ糖の代謝や神経伝達物質の生成など、多くの代謝反応に関与しています。ヒトでは、ビタミ
ン�B�の欠乏と高齢者の認知機能障害との関連性が研究で示されています。

（次のページに続く)

加齢にとともに、脳に代謝的、機能的、構造的な複合変化が起こり、重症化すると認知機能障害症候群となります。臨
床的な徴候は記憶、注意力訓練の問題、方向感覚の喪失、睡眠・覚醒サイクルの変化、社会性の低下などを含みます。
認知機能障害症候群の有病率は犬の�14�%～35�%�と推定され、有病率と重症度は年齢とともに増加します。認知機能
障害症候群は治癒不可能ですが、標的を定めた栄養を含む多方面からの管理アプローチが、徴候の管理とさらなる進
行を抑えるのに役立つ場合があります。

治療のための栄養



キーメッセージ（続き）

  �これらの変化を標的とする栄養戦略は、犬の認知機能障害症候群の徴候を管理し、さらなる進行を遅らせるのに役
立つ可能性があります。

���中鎖脂肪酸トリグリセリド（MCT）は、脳に代替エネルギー源（ケトン体と中鎖脂肪酸の両方）を提供することがで
きます。脳のエネルギー需要の�60～70�%�はケトン体によって供給することができます。

���ビタミン�C�や�E�のような抗酸化物質は、酸化ストレスの軽減に役立つ可能性があります。

���オメガ-3�系脂肪酸である�DHA�や�EPA�には抗炎症作用があります。

���一酸化窒素の前駆体であるアミノ酸のアルギニンは、脳血流の改善を助ける可能性があります。

���ビタミン�B�群は、脳の健康をサポートする可能性があります。ビタミン�B�群の欠乏は人間の認知機能障害と関連し
ていますが、さらなる研究により、欠乏を防止するために必要なレベル以上の補給は、認知機能への効果がある可
能性が示唆されています。

���Purina�の研究では、認知機能障害症候群の犬に�MCT�オイル、オメガ-3�脂肪酸、抗酸化物質、アルギニン、ビタミン�
B�群を独自にブレンドした食事を与えたところ、30�日以内に�DISHAA�の�6�項目中�5�項目が、90�日以内に�6�項目すべ
てが有意に改善されたことが報告されています。

RO/CRCE

Purina�Institute�は、ペットがより長く、より健康的に生きるための、科学に基づく顧客に寄り添った情報を
提供することで、ペットの健康に関する議論の最前線に栄養を位置付けることを目指しています。
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